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大正11年 9月24日
昭和18年9月
昭和18年10月
昭利18年12月
nAIJl利20年8月
ul'31122*12月
昭和23年 1月
昭和25年4月
昭利:32年 1月
昭和39年11月-46年 2月
昭和40年4月
昭和4川=4月-50年3月
"li和43年7月-51でJ=1月
昭和44年 1月-45TE3月
昭和44年3月
l什柏45年3月
昭和45年4月-10月
昭和46年3月
昭和46年 3月-63年 3月
昭和46年4月-63年 3月
昭和47年3月
昭和47年10月-48年3月
昭和48年3月
昭和48年 7月-8月
昭和48年7月-49年3月
昭和49年12月
Rl榊50年 4月-59年 3月
昭和51年 9月-58年 1月
昭和51年12月
昭和52年4月
昭和52年 4月一現在
昭和52年7月
昭和56年11月
滋竹帖犬上郡多邪町大字中川原に生 まれる
姫路高等学校理科乙蛸乍集
束虎帝凶大学堤学部長学科入学
陸軍中部耶128連隊に入隊
水戸航空通ilLl学校 を除隊
束Il夫人′'-I:農学絡農学科卒濃
i.1林解脱?作成験壌油狼J:版地物戯
J:'L林省卯束軌It農薬試験場叛将節二部 (油鵜)
JA林'JT舶 虹近飽堤濃就坂城磯培新二凍研先主媒
日本椀物LF.育崩節制研究協会ili｢'l委1
農林省戯IJl武舎繊維串防除節2研究室媛 (沌果)
日本雑1.;I-.防除研究会幹部
El本学術会dt横物保護研究連続委只会委n
J東京虎J:大学瓜学部pF師 (併作)
日米科学会,-胤Lij席のためアメリカ合衆国へLtj張
柵 Iき.研究平価調教のためフィリピン ･イン ドネシア Lマ レーシア 1タイへ
出張
舶京人草農学錐鷹師 (大学院研究科担当) (併任)
岡山大学農業生物研究所助教授
日本牌物_I=:青鯛節制研究協会全般香山
岡山大学大学校農学研究科担当
関水火山地域雑草防除協,Lt会より表杉
砧根大学農学部dR師 (併任)
国際学会出席および研究のためニュージ-ラン ド･オ-ス トラリアに州張
佐幻大学怨学部講師 (併任)
.L'占収大学農学部沸師 (併任)
El本椀物調節剤研究協会よりEI-iTf調節剤開発功労衷形
El本稚BL学会評点以 ･斡叫
学術雁議会上Iln委員 (学術用語分科会)
東京大学 より農学博十の学位 を受ける (学位論文題 目 ｢ミズガヤツリの防
除にr姻する根管学的研究｣)
岡山大学農薬生物研究所救援
岡山大学農学部.&師 (併任)
国際学会.HJ,席のためインドネシ7に出張
国際学会出冊のためイン ド･タイに出張
昭和57中二8月
昭和57年12月-59年3月
昭和58年10月-59年3月
昭和59年 4月-61年 3月
Frn和59年4月-61年3月
rI7ilu59年4月-63年3月
Ll7和59年12月
LI.1挿口60年4月-63年3月
昭和61年10月
昭和62年11月一12月
日獅LIG鍋三3月31日
化.印63年4月
IrG･fL]63咋4月一塊イE
国際協力群発団専門家としてタイに出張
岡山大学付属国幹館農業生物研究所分館艮
加東戊T.大学農学部統帥 (併任)
岡山大学E3染上巨物研究所長
岡山人学諦識日
日本雑草学会副会艮
日本植物凋節剤研究協会より生すf調節剤l朴莞功労表彰
岡山大学大学院 (博士媒柁)P_当
やLff鯛節刑 ･除草剤に関する国際シンポジウムに参加のため帝国へ出張
国際学会IT一席のため中卒民国へ山脈
間LLJ人草教授停年退職
日本経や学会も常会以
前姥;-iv'阿瓶正短期大学数授
中川恭二郎博士研究論文および著書目録
Ⅰ.研 究 論 文
A.雑草の生理生rEに関する研究
1.多年生雑草の個生態.雑草研究 4:42-48(1965).
2.水田多年生雑草の生態に関する研究.第1報.水田多年生雑草塊草 ･解毒の土中
深度および土壌の乾湿が発芽発生に及ぼす影哲 (服部金次郎と共著).日本
作物学会紀串 36:268(1967).
3.水EF多年生雑草の生憩に関する研究.第3報.雑草生育相の水稲戯培法による差
異 (服部金次郎と共著).日本作物学会紀事 38:193-194(1969).
4.セイタカアワダチソウの日本における分布 (榎本敬 と共著).農学研究 55:
67-78(1975).
5.ミズガヤツ')種子の発射 こ対する光,温度および埋土の影甲.日本作物学会紀車
45:59-60(1976),
6.ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究. 1個体生態について.農学研究 56
二15-31(1976).
7,セイタカアワダチソウに関する生態学的研究.第 1報.種子および地下茎からの
成長 (榎本敬と共著).偽筆研究 22:26132(1977).
8･GrowthandtuberformaL10nOfwaternutsedge(CMeTuSSerOEinu5Rotb),Pro-
ceedlngSOftheSIXthAsian-PaclflCWeedSclenCeSocletyConference1
:227-232(1977).
9.水田多年生雑草の生態.中座雑草防除研究 3:4-6(1978).
10, ミスガヤツリの防除に関する生態学的研究.皿種内変異について.農学研究 58
:51-78(1979).
11.ムラサキカタバ ミの形態と牛理吃驚的特性,植嗣 14(8):2-4(l粥0).
12.EcotypICresponseslnC沙mLSSerOllnuSRotb-relatlngtOtheeffectofherbl-
cldeontuberformations.ProceedingsoftheelL._,.hthAsLan-PaclficWeed
SclenCeSoぐletyConlerence.321-324(1981).
13.メヒシバ種子の休眠覚醒,発芽特性および死滅に及ぼす埋土位置の新野 (露崎浩
と共著).雑草研究 32:209-216(1987).
14.DormancyandgerlninaLionofLightsensltlVeWeedseedsburledlntheL･Uil
(wlthH TuyuzaklandM A.Chozln)ProceedingsOfthellthAslan-
PaclricWeedSclenCeSocleLyConferenceⅢ:387-391(1987)･
15.AutecologlCalStudleSOnChcnLSlriaL and C microiT7aSteud,Annual
Cyl〕eraCeOuSWeedsLSeedDormancy､Germination,andSeedlngEmerg-
ence.weedResearch.Japan33:23-30(1988).
62巷 (1989)
a.雑草防除に関する研究
1.陸稲及び畑作水稲に対するDCPAの除卑効果とその使用法について (五島廉と
共著).日本作物学会東海支部研究発表梗概 (1956).
2.除草剤の水稲生育期処理によるヒルムシロ防除に関する研究 (宮原益次と共著)･
雑草研究 5:110-114(1966),
3.ミズガヤツリとクログワイに対する数種除草剤の雑草処理における殺葦性につい
て (宮原益次と共著).雑草研究 6:107-111(1967).
4.マツバイに対する稲刈取後における雑草処理用除を剤の処刑 寺期について (宮原
益次と井草).雑草研究 6:112-116(1967).
5.稲刈取後グラモキソン処理のマソバイに対する殺草力 と気温.農凍 15(3):
38-41(1968).
6.ミズガヤツリの防除にfilする牛.態学的研究 tl.耕桂的防除について.鮭学研究
56:195-215(1977)
C.雑草防除一般
1.多年生経常とその防除法.雑草とその防除 5:24-27(1967).
2.Presentcondl亡ionorweedcontrollnJapanAgrlCulture,Asia,Speclalissue5
:78-86(1967),
3.ControlofperennialweedsofricefieldslnJapanUS-JapanSemlnOrOn
BIOChemlCalApproachestoWeedControl(1969).
4,雑草防除帖近の進歩.鵜梁および園芸 44:291-295(1969).
5.防除剤の薬害.柵物防疫 23(10):7-9(1969).
6.これからの雑草研究の方向一水酎乍I.雑草とその防除 7:19-2](1969).
7,東南アジアの雑草防除.相調 4(4):2-8(1970).
8,東摘アジアにおける水稲作雑草防除の現況.雑草研究 13:6-14(1972).
9.維阜防除研究の展望一主として雑草生態の立場から.雑草研究 14:4-7(1972).
10.雑草防除技術故近の進歩-その現状と問題点-.jl.生業及陶芸 48:517-520(1973).
ll.熱帯における雑草の生態と防除-水H-J雑草の生態と防除.熱帯農業 28:178-185
(1984).
12.AdvanceslnandcurrentpracticesofweedcontrolonrlCelnJapanInterna-
t10nalSymposiumOnRecentAdvancesLnPlantGrowthRegulatorsand
HerblCldesResearch,DevelopmentandApllCatlOnS(1986).
13.雑草防除技術の進歩と問題点.日本維革学会中国 ･四国研究会会報 1:15-22
(1988).
D.ホテイアオイに関する研究
1.自然水域におけるホテイアオイ個体群の成長と群落構造の解析 (沖陽子と共著).
｢環境科学｣特別研究 ｢児島湖北水域｣研究報告 :115-140(1981).
2･ProductlOnandnutrlentremOVaLpotent】aLsofEIChhornlaCraSSIPeslnJapan
(withY OklandM Nogl)ProceedingsOfthe8thAsian-PaclftcWeed
Lul学 研 究
SclenCeSocietyConference.1131118(1981).
3.UptakeandTranslocatlOnOfL5NlnWaterHyaclnth(wlthY OkL)Procc(⊃d-
1ngSOfthelothAslan-PaciflCWeedScienceSoclety(二'nference 1:
317-324(1985).
E.畑地潅iEZに関する研究
1.施肥嶺.栽植密度 ･搬離水｣.:tが搾稲の生育収堤に及ぼす形甲について.間瀬凍山
農試研究報告 7二98-113(1955).
2,潅脚 寿城が大麦 ･小麦の生育収丑に及ぼす影野について.開成IAtl偶 試研究報告
8:92-103(1955).
3.テンシオメターによる土壌水分張力の測定 (長谷川新一と共著).農業及固芸 32
:144卜1446(1957).
4.陸稲の畑地瀧搬栽培.虚業及幽芸 35:967-970(1960).
5.水稲の畑作成増法.農薬及陸卜芸 36:813-816(1961).
6.トマ トに対するかんがい時期と水もtl.について (野中正義と共著).東海近故農試
研究報告 ･栽培第2部 3:1351146(1962).
7. トマ トのかんがい栽培.農業及陶芸 37:1151-1154(1962).
8.かんがい水.量の多少が陸稲および畑作水稲の生育収trl,･に及ぼす影群.蘭海近地農
試研究報告 ･栽培第2部 4:9-16(1963).
9.果菜の畑地かんがい成増.戊薬及園芸 39:493-496(1964).
10.水陸稲の生育時期とかんがい水)'itとの関係.東海近親農試研究報告 10:93-101
(1964).
F.そ の 他
1.埼玉県に於ける飼料給与の実態-(1)山間地帯の酪脂-.畜産の研究 3:392-394
(1949).
Ⅰ.著 書
1.工芸作物,甜菜.総合作物学 (佐々木喬監修):253-277,地球山版,東京 (1949).
2.水分と作物の少.育,萎洞と耐乾力.作物の生理生態 (戸苅英次他編):312-316,
朝倉鮮店,東京 (1955),
3.野菜に対するかんがいと栽培法.畑地かんがい (山崎不士k-･長谷川新一編):
244-253,農山漁村文化協会,東京 (1959).
4.東海地方の畑作付様式,畑地潅概.体系農業百科事典 :tI-577,652-657,侵攻
調査委出会,東京 (1966).
5.農薬の現況一除草剤.日本の植物防疫 (堀正侃 ･石倉秀次編):91-100,日本植
物防疫協会,虎京 (1969).
6,水稲作維草防除技術-除草体系の変避 (戟後農業技術発達史1巻),日本農薬研
究所,束京 (1970).
7.潅概論.畑潅歌.作物の光合成と物質生推 (戸苅義次監修).'350-356,亜賢豊,
62巷 (1989)
常長 (1971).
8 水田の除草.現代恩典講座 (飯田栴他端)V:77-108,朝倉書店,東京 (1971).
9.除草.作物の栽培技術 :143-187,全国農業改良普及協会.東京 (1975).
10.環境制御による雑草防除.作物保護の新分野 (見里朝正編):69-78.日本植物防
疫協会,東京 (1983).
.T'土牛研 rjf.
